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Ⅷ．おわりに
　帯広保健所では、現在医療のあり方の変化や人口構造の変化に対応した、バランスのとれた医

療提供体制を構築することを目指した、地域医療構想の策定に向けた検討を行っています。

　地域医療構想の策定の中では、病気や障害を抱えていても、本人・家族の希望に合わせて、

住まいの場で生活を続けていくしくみを地域の中につくっていくことが、これまで以上に求められ

るようになります。

　また、医療機関から住まいの場への速やかな退院支援は、ますます重要になってきます。

　退院支援の第一人者である、宇都宮 宏子さん（在宅ケア移行支援研究所 宇都宮宏子オフィス

代表）を平成 ７９ 年、７Ａ 年度と十勝にお招きして、看護職を対象とした研修を持つ機会に恵ま

れました。

　この研修を契機として、十勝の看護職が集まり退院支援の課題を共有するワーキングを立ち上

げ、①保健医療福祉介護部門の看護職がそれぞれの役割を理解すること、②患者・家族が希望

する生活の場へ移行していく支援を看護連携により進めるためにナビを作成してきました。

　まずは、この「ナビ」をツールとして、所属内で自由に話し合うことからはじめてみてください。

「ナビ」に記載されている、「在宅療養への積極的な移行支援」のプロセスが看護職から他職種へ

と波及することを期待します。

　最後に、ご多忙の中、７ 年に渡って、暑い夏や寒い冬の夜に何度も保健所にお集まりいただき、

討議とナビの作成に取り組んでくださったワーキングメンバーの皆様、メンバーを支えてくださっ

た看護管理者の皆様、そしてこの取り組みの支えとなり、多くの助言をくださいました宇都宮 宏

子さんに感謝申し上げます。

在宅移行支援ナビ作成ワーキング事務局　
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看護連携による「在宅移行支援ナビ」

　～「その人らしい、その人の望む生活」を支えるために～
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